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　水野幸男元会長には1月24日ご逝去．追悼文とご略歴を掲載したのでご高覧を乞う．
　「毎日，新聞に丁度載るだけの事件しか起きぬのが不思議」といったはHans Carossaか．近く
で事件が．すわッ．翌日の新聞に出ておらず．なーんだ．歴史関連の記事に「あのことが書いて
ない」というお叱りがままあり辟易す．会誌に歴史の企画はもうやめたい．
　特集「インフォメーションハイディング」（エディタ村瀬一郎）は楽しい．玄関の鍵やへそく
りをどこに隠すかで庶民は悩んできた．これからは情報の隠し場所探しである．やれやれ．でも
いろいろあるなぁ．「捨て子テキスト」なる語も亦楽しからずや．
　日本の情報処理技術の足跡は高橋茂．「その時計算機の歴史が動いた」を記述したともいうべ
き「プラグコンパティブル・メインフレームの盛衰」である．これは長編で3回に分けて掲載す
る．「エンジニアたちは完全にコンパティブルにすることの重要性を理解せず，「改良」を付け加
える誘惑に克てなかった」とか．肝に銘ずべし．
　自宅に超大型スパコンを何台も据えつけて，のんのんのんのんのんのんと数値計算をやって
いる人がいた．大したもんだった．「パーソナルスーパーコンピュータSX-6i」（萩原孝，梅澤和
彦）が登場し，ウサギ小屋にもおけるようになる．1チップVPも大したもんだ．
　ITルネサンスは土井美和子の番で，「あなたはデフォルト派ですか，カスタマイズ派ですか？」
同じ呼出し音では判別が紛らわしいので着メロを設定する；市外局番からのダイヤルは煩わしい
ので電話帳に登録する；などカスタマイズ強要の原因もありそうだ．Xウィンドウのキーバイン
ドをすべて自己流に変えている人もいる．くわばらくわばら．
　3昔ほど前，MITで過ごした1時期あり．当時Shannonのオフィスの前を通れば身が震え，
言語学の長老Roman Jacobsonとエレベータを乗り合わせば思わず直立不動の姿勢になった．
Syntactic StructuresはMITに出向くより1昔も前に藤村靖に誘われて読み，目から鱗が落ち
ていたのに，Chomskyのオフィスは見ず仕舞いだった．年末，渋谷で上映中の「チョムスキー 
9.11」を見，斯様な教授連がいるのはやはりMITと再認識する．その懐かしのSSを大津由紀
雄に紹介してもらった．編集子が初めてMITを訪ったのは同書を読むさらに0.5昔前で，在剣
橋の藤村から読み給えと渡されたコピーこそ二村良彦紹介のMcCarthy論文の初稿であった．
　話を英国ケンブリッジに転ず．1昔前に計算機研究所とオリベッティ研究所を訪問し，所員が
アクティブバッジ着用で働くのを見た．ある個人がある場所に現れたのを認知し，然るべきサー
ビスを提供せんとする研究が各所にあり，上岡英史が紹介する（「コンテクストアウェアネスを
用いたアプリケーションの研究動向」）．昨年連載の「人間中心の知的都市基盤」と相通ずる面も
ある．今タグが付くのは人間にだけだが，近く森羅万象あらゆるものにタグが付きそうな情勢だ．
　とっきょの12回目は「情報化と特許制度」（井上正）．プログラムが特許の対象となった道程，
規格と特許との関連などの説明あり．本連載は4月から新シリーズとして続く．
　藤崎哲之助が寄せてきたアメリカITまわりの話題は「ぶしつけなコンピュータ」．たしかに最
近のジャンクメイルも電話による勧誘も困った社会現象である．相性マッチング，そんなことや
っていたよなぁ．「トマトジュースは好きですか」などの質問が並んでいた．計算機が神秘さを
持っていた時代の話である．
　日本のIT事情は岩波新書に「インターネット術語集」他の著作ある矢野直明が「問題を救う
はずの人間のマニュアル化について」を書く．初稿を読んだ編集子に理解できなかったのは「き
っぷで入場券を買う」のくだりだ．「在来線改札埒内にある新幹線ホームへの入場券販売機では
その駅まで乗車券も入れる」ことらしい．
　プロムナードは田中哲朗の「大小の贈り物」（日本刀にあらず）．悉皆うはづつみ承りWrapIt
社の社秘算法を解明した．三角関数を微分して極値を求めるって？　その手できたか．
　モバイルは今．砂原秀樹が書くのは今月まで．来月から執筆者が交代する．
　先月号の「会員の広場」では「独白」にもご意見をいただく．Vielen Dank !（咊）
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